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【写真】♪今日は楽しい ひなまつり♪
 柴山保育所“ひなまつりの会”

　柴山保育所で 3月 3日、桃の節句にちな
んで“ひなまつりの会”が行われました。
　3 月生まれの男の子がお内裏さまに、3
歳の女の子がおひなさまになり、その衣装
にほかの園児が桃の花やひしもちの形をし
た色紙で飾り付けをするゲームを楽しみま
した。すてきな衣装になったお内裏さまと
おひなさまは、少し照れながらもニコニコ
顔で満足そうでした。



 

「
村
岡
中
学
校
」
開
校　

開
校
式
4
月
7
日

　

村
岡
区
の
村
岡
、
兎
塚
、
射

添
の
３
中
学
校
が
統
合
し
、
い

よ
い
よ
今
春
４
月
１
日
、
新
し

い
村
岡
中
学
校
が
誕
生
し
ま
す
。

　

一
昨
年
11
月
に
統
合
の
方
針

が
決
定
し
て
以
来
、
校
舎
の
改

修
を
は
じ
め
、
校
名
・
校
歌
・

校
章
の
決
定
な
ど
、
開
校
に
向

け
て
着
々
と
準
備
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
４
月
７
日
に
は
開
校

式
を
行
い
、
新
生
村
岡
中
学
校

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

統
合
中
学
校
は
、
現
村
岡
中
学

校
と
し
、
大
幅
に
増
え
る
生
徒
数

に
対
応
す
る
た
め
、
学
校
施
設
の

改
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

現
在
の
村
岡
中
学
校
は
、
各
学

年
と
も
１
学
級
で
普
通
教
室
は
３

教
室
で
し
た
。
統
合
す
る
と
、
各

学
年
と
も
２
学
級
で
計
６
教
室
を

必
要
と
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
校

舎
全
体
の
大
き
さ
は
変
え
ず
に
、

普
通
学
級
３
教
室
の
増
設
や
図
書

室
の
移
設
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

【
主
な
改
修
内
容
】

・
１
階
の
下
駄
箱
を
増
設

・
１
階
の
食
堂
を
図
書
室
に
改
修

・
体
育
館
の
更
衣
室
を
増
設

・
２
階
の
多
目
的
教
室
・
図
書
室

　

を
普
通
教
室
２
室
・
手
洗
い
場
、

　

教
材
庫
に
改
修

・
２
階
の
普
通
教
室
を
特
別
支
援

　

教
室
２
室
に
改
修

・
２
階
便
所
男
女
各
１
を
洋
式
に

　

改
修

2

新

き
ま
す
が
、
中
学
生
に
な
る
と
肉

体
的
・
精
神
的
発
達
段
階
の
相
違

が
著
し
い
生
徒
を
集
団
の
中
で
練

り
鍛
え
、
心
身
と
も
に
た
く
ま
し

い
子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
だ
け
に
、
教
師
の
創
意
工

夫
だ
け
で
は
補
い
き
れ
な
い
面
が

生
じ
て
い
ま
し
た
。

序
列
化
・
固
定
化
が
生
じ
る

　

ま
た
、
１
ク
ラ
ス
10
数
人
の
学

級
も
あ
り
、
幼
・
小
・
中
と
10
数

年
の
間
に
ク
ラ
ス
替
え
も
な
く
、

人
間
関
係
は
、
序
列
化
、
固
定
化

し
ま
す
。
数
年
後
に
は
10
人
に
満

た
な
い
ク
ラ
ス
も
生
じ
、
集
団
と

し
て
の
組
織
力
や
学
校
教
育
全
体

の
活
気
が
薄
れ
、
学
習
活
動
や
生

徒
指
導
上
で
支
障
が
予
想
さ
れ
る

な
ど
の
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

部
活
動
の
選
択
肢
が
少
な
い

　

さ
ら
に
、
生
徒
数
が
少
な
い
た

め
、
ク
ラ
ブ
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
活

動
の
機
会
や
種
目
に
制
限
を
受
け

る
と
い
っ
た
課
題
が
あ
り
ま
し

た
。

村
岡
区
３
中
学
校
統
合
検
討

委
員
会
で
方
針
を
ま
と
め
る

　

少
子
化
に
よ
る
こ
う
し
た
諸
課

題
を
検
討
す
る
た
め
に
、
平
成
18

年
12
月
に
村
岡
区
３
中
学
校
統
合

検
討
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

委
員
会
は
、
自
治
会
、
女
性
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
若
者
、
有
識
者
そ
れ
ぞ

れ
の
代
表
で
構
成
し
、
統
合
を
円

滑
に
推
進
す
る
た
め
、
①
統
合
中

学
校
の
位
置
、
②
統
合
に
伴
う
施

設
の
整
備
、
③
通
学
に
つ
い
て
、

④
統
合
の
時
期
な
ど
学
校
統
合
に

伴
う
課
題
に
つ
い
て
検
討
し
、
学

校
統
合
の
方
針
や
必
要
な
対
策
を

ま
と
め
ま
し
た
。

施
設
整
備

▲

図
書
室

▲

普
通
教
室

少
子
化
に
対
応
、
人
格
形
成

や
学
校
経
営
の
課
題

　

近
年
、
少
子
化
に
伴
い
、
生
徒

数
が
急
激
に
減
少
し
、
学
校
全
体

に
活
力
を
失
い
、
人
格
形
成
や
学

校
経
営
の
う
え
で
新
た
な
教
育
課

題
が
生
じ
て
い
ま
し
た
。
小
学
生

に
お
い
て
は
、
児
童
の
発
達
段
階

の
特
性
か
ら
小
規
模
校
の
短
所
を

教
師
の
指
導
や
多
学
年
の
ふ
れ
あ

い
に
よ
り
、
あ
る
程
度
の
規
模
で

あ
れ
ば
社
会
的
、
集
団
的
生
活
習

慣
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
が
で

統
合
に
い
た
る
経
過

　

こ
れ
ら
の
方
針
を
も
と
に
、
区

長
会
、
学
校
関
係
者
を
は
じ
め
町

政
懇
談
会
な
ど
で
統
合
の
説
明
を

行
い
理
解
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。



新
し
い
村
岡
中
学
校
に
期
待
す
る
！

　

校
名
・
校
章
・
校
歌
に
つ
い
て

は
、
昨
年
公
募
し
、
村
岡
統
合
中

学
校
校
名
等
検
討
委
員
会
で
選
定

作
業
を
行
い
そ
れ
ぞ
れ
決
定
し
ま

し
た
。（
詳
し
く
は
、
昨
年
の
広

報
７
月
号
と
今
年
の
２
月
号
で
お

知
ら
せ
し
ま
し
た
）　
　
　
　

　

統
合
中
学
校
の
名
前
は
、「
村

岡
中
学
校
」
に
決
ま
り
ま
し
た
。

　

新
村
岡
中
学
校
は
、
生
徒
数
が

１
７
３
人
（
現
在
70
人
）
で
、
各

学
年
と
も
２
学
級
に
な
り
ま
す
。

　

部
活
動
は
、
こ
れ
ま
で
か
ら
常

設
し
て
い
た
男
女
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
、
男
女
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、

吹
奏
楽
と
、
シ
ー
ズ
ン
制
の
陸
上

と
ス
キ
ー
に
加
え
、
新
た
に
卓
球

部
（
男
女
）
を
創
設
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

射
添
地
区
と
兎
塚
地
区
の
生
徒

の
う
ち
、
６
㎞
以
上
の
集
落
か
ら

は
路
線
バ
ス
を
利
用
し
、
３
㎞
以

上
の
集
落
は
12
月
か
ら
２
月
ま
で

が
路
線
バ
ス
通
学
と
な
り
ま
す
。

路
線
バ
ス
が
運
行
し
て
い
な
い
集

落
に
あ
っ
て
は
、
町
の
ス
ク
ー
ル

バ
ス
で
通
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

3 ※役場各課など主な施設の電話番号は、13 ページにあります。

ま
た
、
６
㎞
未
満
の
集
落
は
、
自

転
車
通
学
と
な
り
ま
す
。

　

バ
ス
通
学
の
補
助
は
、
費
用
の

半
額
と
し
、
保
護
者
負
担
は
上
限

を
１
万
６
０
０
０
円
と
し
ま
す

が
、
当
分
の
間
は
、
８
０
０
０
円

と
し
ま
す
。
ま
た
、
自
転
車
の
購

入
補
助
と
し
て
、
６
㎞
以
上
で
は

１
万
５
０
０
０
円
、
４
㎞
以
上
で

は
、
１
万
円
と
し
、
入
学
時
１
回

限
り
と
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
ヘ
ル

メ
ッ
ト
購
入
費
を
半
額
補
助
し
ま

す
。

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
利
用
者
に
つ

い
て
は
、
路
線
バ
ス
利
用
者
と
同

額
の
負
担
と
し
ま
す
。

　

２
月
９
日
に
、
村
岡
中
学
校
入

学
予
定
の
３
小
学
校
の
児
童
と
保

護
者
に
対
し
て
入
学
説
明
会
を
行

い
ま
し
た
。
中
学
校
生
活
と
小
学

校
生
活
の
違
い
や
服
装
、
持
ち

物
、
部
活
動
の
種
類
、
通
学
方
法

と
補
助
金
な
ど
の
説
明
を
行
い
ま

し
た
。
児
童
は
、
担
当
教
師
の
説

明
を
神
妙
な
面
持
ち
で
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
保
護
者
か

ら
は
生
徒
の
服
装
や
持
ち
物
な
ど

に
つ
い
て
、
詳
し
い
説
明
が
求
め

ら
れ
ま
し
た
。

校
名
は
「
村
岡
中
学
校
」
に
決
定

生
徒
数
は
１
７
３
人

卓
球
部
を
創
設

遠
距
離
通
学
は
、
自
転
車
、
バ

ス
や
ス
ク
ー
ル
バ
ス

通
学
補
助

入
学
説
明
会

▲入学説明会の様子

村
岡
中
２
年　

田
中 

美
月

　

私
は
、
現
在
村
岡
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
部
長

を
務
め
て
い
ま
す
。
新
し
い
村
岡
中
学
校
に
な

る
と
、
部
員
も
増
え
、
み
ん
な
を
ま
と
め
て
い

け
る
か
心
配
で
す
が
、
引
き
続
き
吹
奏
楽
部
で

頑
張
っ
て
、
県
大
会
出
場
を
目
指
し
、
新
た
な

歴
史
を
築
け
る
よ
う
頑
張
り
た
い
で
す
。

　

ま
た
、
ク
ラ
ス
も
増
え
る
の
で
、
新
し
い
友
達
と
も
、
た
く
さ
ん

の
思
い
出
を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

兎
塚
中
２
年　

田
渕 

康
三
郎

　

４
月
か
ら
新
し
い
村
岡
中
学
校
に
通
う
こ
と

に
な
り
、
仲
間
も
増
え
て
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

今
ま
で
と
違
う
雰
囲
気
で
不
安
も
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
不
安
を
期
待
に
変
え
て
、
み
ん
な
と

切せ

っ

さ

た

く

ま

磋
琢
磨
し
な
が
ら
中
学
生
最
後
の
年
を
過
ご

し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

兎
塚
中
学
校
バ
レ
ー
部
の
キ
ャ
プ
テ
ン
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
頑
張
っ
て
い
き
、
い
つ
ま
で
も
笑
顔
の
絶
え

な
い
学
校
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

射
添
中
２
年　

山
根 

勇
矢　

　

僕
は
、
射
添
中
学
校
バ
ス
ケ
部
の
キ
ャ
プ
テ

ン
を
し
て
い
ま
す
。
新
し
い
村
岡
中
学
校
で
は

バ
ス
ケ
部
の
メ
ン
バ
ー
も
増
え
、
新
し
い
チ
ー

ム
が
で
き
る
と
思
う
の
で
と
て
も
楽
し
み
で

す
。
新
し
い
ユ
ニ
ホ
ー
ム
に
な
っ
て
部
活
動
が

で
き
る
こ
と
も
期
待
し
て
い
ま
す
。
ク
ラ
ス
の
仲
間
も
増
え
る
の
で
、

ど
ん
な
友
達
が
で
き
る
か
今
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
３
年
生
に
な
る
の
で
、
生
徒
会
を
中
心
に
い
ろ
い
ろ
な
企

画
に
協
力
し
て
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

町
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

新
し
い
村
岡
中
学
校
に
期
待
す
る
！

　

村
岡
、
兎
塚
、
射
添
３
中
学

校
は
、
そ
れ
ぞ
れ
閉
校
式
を
行

い
、
長
年
の
歴
史
の
幕
を
閉
じ

ま
す
。

・
と
き

　

３
月
24
日
（
火
）

・
兎
塚
中
学
校　

　
　

午
前
11
時
〜

・
射
添
中
学
校　

　
　

午
後
１
時
〜

・
村
岡
中
学
校　

　
　

午
後
２
時
30
分
〜

　

※
式
は
、
各
校
と
も
体
育
館

　
　

で
開
催
し
ま
す
。

３
中
学
校
の
閉
校
式
を

3
月
24
日
に
開
催
し
ま
す
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●
給
付
額

　

対
象
者
１
人
に
つ
き
１
万
２
０
０
０
円

　

（
基
準
日
に
65
歳
以
上
の
方
お
よ
び
18
歳

　

以
下
の
方
に
つ
い
て
は
２
万
円
）

　

例
…
世
帯
主
35
歳
、
妻
33
歳
、
長
男
10
歳
、

　
　
　

長
女
8
歳
、
父
66
歳
、
母
60
歳
の
一

　
　
　

家
の
場
合

・
世
帯
主
、
妻
、
母  

1
万
２
０
０
０
円
×
3
人

・
父
、
長
男
、
長
女  

２
万
円　
　
　
　

×
3
人

　
　
　
　

給
付
金
合
計
９
万
６
０
０
０
円

●
申
請
受
付

　

受
付
開
始
は
年
度
内
（
３
月
中
旬
）
を

予
定
。
給
付
期
間
は
９
月
中
旬
ま
で
（
受

付
開
始
日
か
ら
６
ヵ
月
）
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
な
お
、
詳
細
は
申
請
書
と
と
も
に

各
世
帯
に
通
知
し
ま
す
。

●
給
付
方
法

　

原
則
と
し
て
、
金
融
機
関
な
ど
の
口
座

　

振
り
込
み

町
か
ら
受
給
権
者
に
申
請
書
な
ど
を
発
送

し
ま
す
（
3
月
中
旬
）

 

申
請
の
受
付
開
始

（
申
請
は
9
月
中
旬
ま
で
）

①
届
い
た
書
類
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

②
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
ま
し
ょ
う
。

③
添
付
書
類
を
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

・
本
人
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
書
類

　
　

（
写
真
付
き
住
基
カ
ー
ド
、
運
転
免
許
証
な
ど

　
　

 

の
写
し
。
写
真
付
き
の
身
分
証
明
書
が
な
い

　
　

  

場
合
は
、
健
康
保
険
証
な
ど
も
可
）

　

・
振
込
口
座
の
確
認
で
き
る
書
類

　
　

（
振
込
先
金
融
機
関
の
通
帳
な
ど
の
写
し
）

③
申
請
書
類
を
提
出
し
ま
し
ょ
う
。

　

申
請
は
「
郵
送
」
か
「
役
場
窓
口
」
の
ど
ち

　

ら
か
で

　

町
は
、
受
理
し
た
申
請
内
容

を
確
認
し
、
指
定
の
口
座
振
込

の
手
続
き
を
開
始
し
ま
す
。

ご
指
定
の
口
座
に
給
付
金
を
振
り
込
み
ま
す

※
現
金
で
の
給
付
を
希
望
さ
れ
る
場
合

　

な
お
、「
振
込
口
座
を
持
っ
て
い
な
い
」

「
金
融
機
関
に
口
座
を
開
く
こ
と
が
で
き

な
い
」
な
ど
口
座
振
込
に
よ
る
給
付
が

困
難
で
あ
る
場
合
は
、
申
請
書
類
に
「
現

金
で
給
付
」
を
ご
指
定
い
た
だ
き
、
申

請
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

後
日
、
役
場
か
ら
お
知
ら
せ
す
る
給

付
日
に
、
役
場
窓
口
で
給
付
金
を
お
渡

し
し
ま
す
。

定
額
給
付
金
の
給
付
、
地
域
活
性
化
・
生
活
対
策
臨
時
交
付
金
事
業
に
つ
い
て

                                           

〜
国
の
平
成
20
年
度
補
正
予
算
（
第
２
号
）
関
連
事
業
〜　

　

昨
年
末
ご
ろ
か
ら
の
世
界
的
な
経
済
情

勢
の
急
激
な
悪
化
に
対
応
す
る
た
め
、
国

会
に
お
い
て
平
成
20
年
度
補
正
予
算
（
第

２
号
）が
成
立
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、

本
町
に
お
い
て
も
２
月
の
臨
時
議
会
に
一

般
会
計
補
正
予
算
を
提
案
し
景
気
対
策
を

講
じ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

関
連
す
る
事
業
内
容
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

定
額
給
付
金
給
付
事
業

【
予
算
額
３
億
５
６
１
３
万
８
０
０
０
円
】

　

定
額
給
付
金
に
よ
っ
て
、
町
民
の
皆
さ

ん
の
生
活
支
援
を
行
い
、
消
費
の
拡
大
と

経
済
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

●
給
付
対
象
者

　

基
準
日
（
平
成
21
年
２
月
１
日
）
に
お

い
て
、
次
の
①
ま
た
は
②
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
者

①
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
者

②
外
国
人
登
録
原
票
に
登
録
さ
れ
て
い
る

　

者
（
短
期
滞
在
・
不
法
滞
在
は
除
く
）

※
所
得
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
受
給
権
者

　

給
付
対
象
者
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主

　

（
外
国
人
に
つ
い
て
は
、
各
給
付
対
象
者

　

と
す
る
）

　定額給付金の給付にあわせて、香住区、村岡区、小代区内でそれぞれ使用できるプ
レミアム付商品券を発行します。（地域活性化・生活対策臨時交付金事業）

プレミアム付き商品券「ふるさと商品券」を発行します

●発行総額　5,000 万円
●プレミアム分
　15％（10,000 円で、額面 11,500 円分）
●発売期間（予定）
　４月１日から４月 30 日まで

●有効期間　　平成 21 年 12 月末日まで
●購入上限額　1 人あたり 30,000 円まで
●問い合わせ
　役場産業部観光商工課
　香美町商工会　　℡0796・36・0123

定
額
給
付
金
を
受
け
取
る
ま
で
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こ
の
交
付
金
に
よ
り
、
地
域
活
性
化
な

ど
に
資
す
る
き
め
細
や
か
な
イ
ン
フ
ラ
整

備
を
行
い
ま
す
。

●
交
付
限
度
額

　

３
億
８
８
８
４
万
４
０
０
０
円
（
予
定
）。

　

こ
の
交
付
金
は
、
地
域
経
済
の
低
迷
が

著
し
い
団
体
や
財
政
力
の
弱
い
団
体
、
ま

た
離
島
や
過
疎
な
ど
の
条
件
不
利
地
域
に

配
慮
さ
れ
た
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

●
実
施
事
業
の
考
え
方

　

政
府
が
策
定
し
た
「
地
方
再
生
戦
略
」

ま
た
は
「
生
活
対
策
」
の
メ
ニ
ュ
ー
に
沿
っ

た
事
業
で
あ
り
、
平
成
20
年
10
月
31
日
以

降
に
実
施
す
る
事
業
で
あ
る
こ
と
を
前
提

と
し
て
、
平
成
21
年
度
事
業
と
の
調
整
を

図
り
な
が
ら
、
次
の
こ
と
を
考
慮
し
て
決

定
し
ま
し
た
。

①
地
域
か
ら
の
要
望
が
強
い
事
業
を
優
先

　

す
る
こ
と

②
補
助
金
、
起
債
等
で
手
当
て
さ
れ
な
い

　

町
単
独
事
業
で
、
通
常
予
算
で
は
取
り

　

組
む
こ
と
が
困
難
な
事
業
を
優
先
す
る

　

こ
と

③ 

町
内
企
業
の
受
注
に
配
慮
す
る
こ
と

●
子
育
て
応
援
特
別
手
当
事
業
費

【
予
算
額
１
４
１
７
万
４
０
０
０
円
】

　

平
成
20
年
度
の
緊
急
措
置
と
し
て
、
学

校
就
学
前
３
年
間
に
属
す
る
子
（
Ｈ
14
年

４
月
２
日
〜
Ｈ
17
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

で
あ
っ
て
第
２
子
以
降
の
子
に
つ
い
て
、

１
人
あ
た
り
３
万
６
０
０
０
円
の
応
援
特

別
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

●
生
活
対
策
野
生
動
物
防
護
柵
緊
急
設
置
事
業

【
予
算
額
２
０
０
万
円
】

　

野
生
動
物
に
よ
る
被
害
に
対
す
る
緊
急

対
策
と
し
て
、
次
年
度
以
降
に
予
定
し
て

い
る
金
網
柵
、
電
気
柵
、
既
設
防
護
柵
の

機
能
向
上
な
ど
を
実
施
す
る
地
元
農
会
な

ど
へ
の
補
助
を
前
倒
し
し
て
行
い
ま
す
。

　

補
助
率
は
55
％
、
補
助
要
件
は
受
益
農

家
が
３
戸
以
上
で
あ
る
こ
と
な
ど
と
な
っ

て
い
ま
す
。

●
路
網
整
備
地
域
連
携
モ
デ
ル
事
業

【
予
算
額
２
９
１
２
万
円
】

　

森
林
施
業
の
主
た
る
担
い
手
（
森
林
組

合
等
）
と
路
網
整
備
に
必
要
な
人
的
資
源

や
装
備
を
持
つ
建
設
業
者
な
ど
と
の
連
携

に
向
け
た
モ
デ
ル
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、

基
幹
作
業
道
（
林
道
栗
ヶ
尾
線
）
の
整
備

を
実
施
し
ま
す
。

●主な実施事業（地域活性化・生活対策臨時交付金事業）
①道路維持改良事業

　　一日市２１８号線（防災）、西浜線（改良）、西本町線（側溝整備）、

　　本町殿町線（側溝整備）、貫田秋岡線（舗装）、石寺新屋線（舗装）、

　　ホイールローダ購入（小代区）など

②ごみ処理施設整備事業

　　築炉設備整備工事（耐火レンガ取替など）、ごみ収集車更新

③社会教育施設整備事業

　　小代健康公園駐車場整備、香住地区公民館雨漏り改修、香住Ｂ＆Ｇ

　　プール支柱修繕、村岡中学校夜間照明修繕

④公共施設下水道接続事業

　　香住給食センター、職業訓練センター、高齢者生活支援センター、　

　　福岡保育所、小代中学校、小代物産館などの下水道接続工事

⑤観光開発整備事業

　　しおかぜ香苑駐車場入口一部舗装、観光看板設置（小代区）、おじろ

　　ん整備事業、泉源保護管理事業補助金

⑥学校施設等整備事業

　　柴山幼稚園屋根葺き替え、村岡中学校水道タンク改修、射添小学校

　　雨漏り改修

⑦除雪関係事業

　　消雪装置改良工事、除雪機購入補助など

⑧消防施設整備事業

　　防火水槽蓋掛（鍛治屋区）、ホース、無線機購入など

⑨河川整備事業

　　森谷川（治水）、神田川（護岸整備）

⑩学校耐震化事業

　　耐震診断業務（香住小学校、香住第一中学校）

⑪ふるさと商品券発行事業【※前頁参照】

⑫集会所整備事業

　　区集会所整備補助金、小規模集落対策など

⑬林道改良事業

　　林道守柄線、林道作山線など

⑭農業用施設整備事業

　　機能保全計画策定業務、用水路改修など

⑮防犯灯設置事業

　　香住区 19基、村岡区 12基、小代区４基

⑯中小企業資金融資特別利子補給金

⑰町民バス改修事業

⑱環境対策事業

　　ペレットストーブ設置（村岡地域局）

地
域
活
性
化
・
生
活
対
策
臨
時
交
付
金
事
業

【
予
算
額
４
億
２
２
７
３
万
２
０
０
０
円
】

●
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
部
総
務
課

そ
の
ほ
か
に
実
施
す
る
関
連
事
業
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第
3
回 

香
美
町
の
四
季
を
詠

う

た

う
短
歌
・
俳
句
祭

　

第
３
回
「
香
美
町
の
四
季
を
詠

う
短
歌
・
俳
句
祭
」
を
開
催
、「
海

の
ま
ち
」「
山
の
ま
ち
」
の
自
然
、

生
活
、
歴
史
、
文
化
、
風
土
な
ど

を
題
材
に
し
た
短
歌
・
俳
句
を
募

集
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
小
学
生
・
中
学
生
・

一
般
（
高
校
生
を
含
む
）
の
各
部

門
を
合
わ
せ
て
、
短
歌
１
５
１
８

首
、
俳
句
２
０
７
２
句
、
町
内
だ

け
で
な
く
全
国
か
ら
昨
年
を
上
回

る
数
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

短
歌
・
俳
句
と
も
、
小
学
生
、

中
学
生
、
一
般
の
各
部
門
で
、
最

優
秀
（
1
点
）、
優
秀
（
海
の
部
・

山
の
部
そ
れ
ぞ
れ
1
点
）、
佳
作

（
10
点
）、
計
78
点
の
入
賞
作
品
を

選
定
。
3
月
７
日
、
香
住
区
中
央

公
民
館
で
第
３
回
「
香
美
町
の
四

季
を
詠
う
短
歌
・
俳
句
祭　

つ
ど

い
」
を
開
催
し
、
入
賞
作
品
の
発

表
と
入
賞
者
の
表
彰
を
行
う
と
と

も
に
、
作
品
選
評
会
を
開
き
ま
し

た
。

　

な
お
、
入
賞
作
品
の
う
ち
、
各

部
門
の
最
優
秀
賞
と
優
秀
賞
の
作

品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

◆
短
歌
◆

●
小
学
生
の
部

・
最
優
秀
賞　
　

 　
　

  

木
村 

沙
也
香
（
香
住
小
5
年
）

　

ゆ
で
た
て
の
カ
ニ
を
ほ
お
ば
る
妹
の

      

笑
顔
に
つ
ら
れ
て
家
族
が
笑
う　
　
　
　
　
　
　

・
優
秀
賞　
　
　
　
　
　

山
本 

修
太
郎
（
香
住
小
6
年
）

　

雪
降
る
と
は
し
ゃ
い
で
し
ま
う
ど
う
し
て
か

      

冬
が
大
好
き
香
住
の
子
供　
　
　

・
優
秀
賞　
　
　
　
　
　

川
本 

真ま

お大
（
佐
津
小
1
年
）

　

さ
づ
川
に
と
う
ろ
う
の
ひ
が
ぽ
ん
ぽ
ん
と

　
　

な
ら
ん
で
な
が
れ
る
た
な
ば
た
の
よ
る　
　
　

●
中
学
生
の
部

・
最
優
秀
賞　

            

米
田 

拓
也
（
香
住
二
中
3
年
）

　

一
面
に
足
跡
の
な
い
雪
道
に

　
　

一
枚
遅
れ
た
小
さ
な
落
ち
葉　
　
　
　
　
　

・
優
秀
賞　
　
　
　
　

  

清
水 

秀
斗
（
香
住
一
中
2
年
）

　

矢
田
川
の
風
に
ふ
か
れ
て
舞
い
上
が
る

　
　

白
い
綿
毛
の
旅
立
ち
の
日　
　
　
　

・
優
秀
賞　
　
　
　
　

  

山
本 
裕ゆ

う

き貴
（
兎
塚
中
1
年
）

　

な
つ
が
き
た
な
が
れ
る
た
き
の
す
ぐ
ち
か
く

　
　

マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
が
す
ず
し
い
き
せ
つ　
　
　

●
一
般
の
部

・
最
優
秀
賞　

           

沼
田 

和
代
（
香
住
区
訓
谷
）

　

女
将
さ
ん
と
呼
ば
れ
て
長
き
年
月
の

      

わ
が
蟹
宿
に
灯
り
が
点と

も

る　
　
　
　
　
　

・
優
秀
賞　
　
　
　
　

  

髙
橋 

和
代
（
橿
原
市
）

　

父
祖
眠
る
余
部
の
郷
ふ
か
ぶ
か
と

　
　

青
田
か
す
め
て
夏
つ
ば
め
飛
ぶ　
　

・
優
秀
賞　
　
　
　

  　

長
濱 

好
子
（
朝
来
市
）

　

道
の
駅
な
に
わ
ナ
ン
バ
ー
立
寄
り
て

　
　

粟
買
ひ
求
む
産
地
村
岡　

町
内
外
か
ら
３
５
９
０
点
の
応
募

（
短
歌
１
５
１
８
首
、
俳
句
２
０
７
２
句
）

◆
俳
句 

◆

●
小
学
生
の
部　

・
最
優
秀
賞　

         

小
柴 

憲
之
介
（
香
住
小
5
年
）

　

日
本
海
ふ
ぶ
き
は
ま
る
で
白
カ
ー
テ
ン　
　
　
　
　

・
優
秀
賞　
　
　
　
　

濱
名 

美
里
（
柴
山
小
4
年
）

　

あ
ら
波
に
マ
ツ
バ
ガ
ニ
求
め
今
出
航　
　
　
　
　

・
優
秀
賞　
　
　
　
　

俵 

郁
実
（
射
添
小
5
年
）　

　

だ
ん
だ
ん
と
た
な
田
の
里
に
も
秋
が
来
る　
　
　
　

●
中
学
生
の
部

・
最
優
秀
賞　
　
　
　

今
井 

健
二
（
小
代
中
2
年
）

　

矢
田
川
の
強
き
流
れ
が
春
つ
げ
る　
　
　
　

・
優
秀
賞　
　
　
　
　

臼
田 

悠ゆ

う

き希
（
香
住
一
中
2
年
）

　

新
緑
に
映
え
る
鉄
橋
後
わ
ず
か　
　

・
優
秀
賞　
　
　
　
　

中
尾 

和
紀
（
香
住
二
中
1
年
）

　

但
馬
牛
香
美
の
寒
さ
耐
え
て
い
る

●
一
般
の
部

・
最
優
秀
賞　
　
　
　

西
田 

志
乃
江
（
豊
岡
市
）

　

漁い

さ

り

び火
は
父
の
魂た

ま

と
も
烏い

か

ぶ

す

ま

賊
襖　
　

・
優
秀
賞　
　
　
　
　

長
谷
川 

喜き

み美
（
香
住
区
香
住
）

　

浦
風
に
襟
を
立
て
た
る
蟹か

に

よ

り

め

選
女

・
優
秀
賞　
　
　
　
　

村
瀬 

ト
シ
（
村
岡
区
中
西
）

　

仏ぶ

っ

せ

き石
を
打
つ
水
白
し
冬
の
滝
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お
め
で
と
う
！
平
成
20
年
度 

が
ん
ば
っ
た
児
童
・
生
徒
を
表
彰

小
田 

沙
耶
加
（
香
住
二
中
３
年
）

　

第
68
回
全
国
教
育
美
術
展
特
選
、

　

第
60
回
兵
庫
県
幼
・
小
・
中
造
形

　

教
育
展
推
奨
（
神
戸
新
聞
社
賞
）

宮
本 

侑
季
（
村
岡
中
２
年
）

　

第
11
回
環
境
教
育
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

　

ク
ー
ル
太
陽
賞
、
第
60
回
兵
庫
県

　

幼
･
小
・
中
造
形
教
育
展
推
奨
（
兵

　

庫
県
造
形
教
育
連
盟
賞
）

德
山 

佳
那
（
村
岡
中
３
年
）

　

第
54
回
青
少
年
読
書
感
想
文
兵
庫

　

県
コ
ン
ク
ー
ル
毎
日
新
聞
社
賞

白
岩 

真
希
（
兎
塚
中
1
年
）

　

第
54
回
兵
庫
県
中
学
校
ス
キ
ー
選

　

手
権
大
会
女
子
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ

　

ー
ク
ラ
シ
カ
ル
第
2
位
、
フ
リ
ー

　

第
2
位

井
口 

裕ゆ

う

た太
（
小
代
中
３
年
）　
　

　

第
54
回
兵
庫
県
中
学
校
ス
キ
ー
選

　

手
権
大
会
男
子
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス

　

ラ
ロ
ー
ム
第
3
位

香
住
第
一
中
学
校

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　

兵
庫
県
中
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

　

ー
ル
新
人
大
会
準
優
勝

兎
塚
中
学
校

　

第
54
回
兵
庫
県
中
学
校
ス
キ
ー
選

　

手
権
大
会
団
体
総
合
準
優
勝
（
男

　

子
）

安
田 

優
香
子
（
香
住
小
3
年
）

　

第
81
回
兵
庫
県
小
・
中
・
高
校
絵

　

画
展
特
選

亀
村 

茉
衣
子
（
香
住
二
中
１
年
）

　

第
68
回
全
国
教
育
美
術
展
特
選

守
山 

澪れ

い

（
香
住
二
中
１
年
）

　

第
68
回
全
国
教
育
美
術
展
特
選

神
田 

真
理
子
（
香
住
二
中
２
年
）

　

第
68
回
全
国
教
育
美
術
展
特
選

山
本 

渡
（
香
住
二
中
３
年
）

　

第
68
回
全
国
教
育
美
術
展
特
選

永
田 

翔
（
香
住
二
中
３
年
）

　

第
68
回
全
国
教
育
美
術
展
特
選

青
山 

恵
（
香
住
二
中
３
年
）

　

第
68
回
全
国
教
育
美
術
展
特
選

 

町
長
表
彰

 

教
育
長
表
彰

西
口 

玲
子
（
兎
塚
中
2
年
）　

　

第
54
回
兵
庫
県
中
学
校
ス
キ

　

ー
選
手
権
大
会
女
子
ク
ロ
ス
カ

　

ン
ト
リ
ー
ク
ラ
シ
カ
ル
第
1
位
、

　

フ
リ
ー
第
1
位

西
谷 

勇
祐
（
兎
塚
中
3
年
）

　

第
15
回
近
畿
中
学
校
ス
キ
ー
選

　

手
権
大
会
男
子
大
回
転
第
1
位
、

　

第
54
回
兵
庫
県
中
学
校
ス
キ
ー

　

選
手
権
大
会
男
子
ジ
ャ
イ
ア
ン

　

ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
第
1
位

今
井 

寿
樹
（
小
代
中
3
年
）

　

第
54
回
兵
庫
県
中
学
校
ス
キ
ー

　

選
手
権
大
会
男
子
リ
レ
ー
競
技

　

１
位

久
保
井 

耕
平
（
小
代
中
３
年
）

　

第
54
回
兵
庫
県
中
学
校
ス
キ
ー

　

選
手
権
大
会
男
子
リ
レ
ー
競
技

　

１
位

小
林 

天た

か

ま

さ真
（
小
代
中
３
年
）

　

第
54
回
兵
庫
県
中
学
校
ス
キ
ー

　

選
手
権
大
会
男
子
リ
レ
ー
競

　

技
１
位
、
男
子
ク
ロ
ス
カ
ン

　

ト
リ
ー
ク
ラ
シ
カ
ル
第
1
位

西
村 

康
平
（
小
代
中
3
年
）

　

第
54
回
兵
庫
県
ス
キ
ー
選
手
権

　

大
会
男
子
リ
レ
ー
競
技
１
位
、

　

男
子
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
フ

　

リ
ー
第
1
位

村
岡
小
学
校

　

第
47
回
全
日
本
学
校
歯
科
保
健

　

優
良
校

兎
塚
小
学
校

　

第
47
回
兵
庫
県
学
校
歯
科
保
健

　

大
会
最
優
秀
校

香
住
第
二
中
学
校

　

第
68
回
全
国
教
育
美
術
展
教
育

　

美
術
奨
励
賞

兎
塚
中
学
校　

　

第
54
回
兵
庫
県
中
学
校
ス
キ

　

ー
選
手
権
大
会
団
体
総
合
優
勝

　

（
女
子
）

小
代
中
学
校　

　

第
54
回
兵
庫
県
中
学
校
ス
キ

　

ー
選
手
権
大
会
団
体
総
合
優
勝

　

（
男
子
）

松
岡 

由
貴
穂
（
香
住
小
3
年
）

　

第
33
回
私
の
ア
イ
デ
ア
貯
金
箱
コ

　

ン
ク
ー
ル
郵
便
局
会
社
会
長
賞

宮
脇 

渓け

い

た汰
（
長
井
小
5
年
）

　

Ｍ
Ｏ
A
美
術
館
全
国
児
童
作
品

　

展
外
務
大
臣
賞

森 

朝
香
（
村
岡
中
1
年
）　

　

第
15
回
近
畿
中
学
校
ス
キ
ー

　

選
手
権
大
会
女
子
大
回
転
第
2
位

　

役
場
本
庁
で
３
月
２
日
、
ス
ポ
ー
ツ

や
芸
術
な
ど
で
活
躍
し
た
町
内
の
児

童
・
生
徒
を
表
彰
す
る
「
平
成
20
年
度 

児
童
生
徒
表
彰
式
」
を
行
い
ま
し
た
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　

町
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課



　

 
 

今
年
4
月
か
ら
6
月
に
か
け
て
、
兵
庫
県

で
は
、
全
市
町
、
観
光
関
連
団
体
、
経
済

団
体
、
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
な
ど
が
連
携
し
、

県
内
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
・
周
知
し
、

観
光
客
を
誘
致
す
る
大
型
観
光
交
流
キ
ャ

ン
ペ―

ン
を
行
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
香
美
町
内
で
は
次
の
よ

う
な
特
別
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
多
く
の
観

光
客
を
お
迎
え
し
、
香
美
町
の
魅
力
を
大

い
に
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

行政トピックス

「
あ
な
た
に
会
い
た
い
兵
庫
が
い
ま
す
」

 
兵
庫
県
大
型
観
光
交
流
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
い
よ
い
よ
開
幕
（
４
月
〜
６
月
）

　

地
質
学
的
に
も
大
変
貴
重
な
山
陰
海

岸
を
間
近
で
味
わ
え
る
遊
覧
船
特
別
運

航
（
香
住
〜
浜
坂
間
）
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
区
間
は
、
日
本

列
島
誕
生
時
の
痕
跡
が

見
ら
れ
る
ほ
か
、
本
町

の
「
鎧
の
袖
」
や
「
釣

鐘
洞
門
」、
新
温
泉
町

の
「
三
尾
の
大
島
」
な

ど
国
や
県
の
天
然
記
念

物
に
も
指
定
さ
れ
て
い

る
奇
岩
や
島
が
多
く
あ

り
ま
す
。

　

往
路
か
復
路
で
Ｊ
Ｒ

山
陰
線
を
利
用
し
、
海

と
陸
か
ら
余
部
鉄
橋
を

鑑
賞
い
た
だ
き
ま
す
。
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・
期
間
…
4
月
〜
6
月

　

・
運
航
…
別
表
の
と
お
り

　

・
料
金
…
片
道
大
人
２
０
０
０
円
、
小

　
　

学
生
以
下
１
０
０
０
円

　

・
問
い
合
わ
せ
先

　
　

㈱
日
本
旅
行

　
　

☎
０
６
・
６
３
６
２
・
５
０
５
０

　

小
代
の
遺
跡
め
ぐ
り
の
定
時
ガ
イ
ド

を
行
い
ま
す
。
小
代
の
歴
史
を
知
る
上

で
、
今
か
ら
７
千
年
前
の
居
住
跡
、
復

元
住
居
の
体
験
と
上
ノ
山
遺
跡
を
巡
る

コ
ー
ス
を
設
定
。
古
代
体
験
の
森
で
は
、

地
域
で
評
判
の
名
物
ガ
イ
ド
の
案
内
で
、

復
元
さ
れ
た
堅
穴
式
住
居
や
高
床
式
倉

庫
を
見
学
し
て
い
た
だ
く
ほ
か
、
勾ま

が

た

ま玉
や

土
器
の
製
作
、
火
お
こ
し
な
ど
古
代
生
活

の
一
部
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

・
期
間
…
５
月
〜
６
月
の
土
日

　

・
料
金
…
５
０
０
円
（
体
験
あ
り
の
場

　
　
　
　
　

合
は
別
途
料
金
が
必
要
）

　

・
問
い
合
わ
せ
先

　
　

小
代
観
光
協
会

　
　

☎
０
７
９
６
・
97
・
２
２
５
０

運航会社 出発時刻

遊覧船かすみ丸
[ 木曜日のみ運行 ]

香住漁港東港
10:00 発

浜坂漁港
11:35 発

但馬海岸遊覧船
いわつばめ号
[ 水曜日のみ運行 ]

浜坂漁港
9:00 発

香住漁港東港
10:50 発

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
日
本
列
島
誕
生

の
神
秘
を
め
ぐ
る
旅
（
要
予
約
）

大
乗
寺 

障
壁
画
特
別
公
開
と
お
抹
茶
接
待

し
ま
す
。
観
覧
後
は
茶
席
で
抹
茶
接
待
を

ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

・
期
間
…
５
月
３
日
〜
５
月
６
日

　

・
料
金
…
１
８
０
０
円

　

・
問
い
合
わ
せ
先

　
　

大
乗
寺

　
　

☎
０
７
９
６
・
36
・
０
６
０
２

長
楽
寺
秘
仏
特
別
公
開

森
の
案
内
人
と
巡
る
但
馬
高
原
植
物
園

小
代
の
歴
史
を
歩
く
（
要
予
約
）

▲遊覧船で海岸美を楽しむ観光客
　

大
乗
寺
は
、
行
基
菩
薩
が
開
山
し
た

高
野
山
真
言
宗
の
お
寺
で
す
。
江
戸
時
代

の
画
家
、
圓
山
應
舉
と
そ
の
一
門
に
よ
る

１
６
５
面
の
障
壁
画
全
て
が
重
要
文
化

財
に
指
定
さ
れ
「
應
舉
寺
」
の
名
前
で
も

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
特
別
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
通
常

の
１
階
案
内
コ
ー
ス
に
加
え
、
普
段
非
公

開
の
２
階
「
猿
の
間
・
鴨
の
間
」
を
披
露

　

長
楽
寺
は
、
天
平
年
間
に
行
基
菩
薩

が
開
創
し
、
師
自
ら
が
本
尊
薬
師
瑠
璃

光
如
来
を
彫
刻
し
安
置
さ
れ
た
霊
験
あ

ら
た
か
な
古こ

さ

つ刹
で
す
。
大
仏
殿
に
は
高
さ

15
ｍ
も
あ
る
世
界
最
大
級
の
木
造
坐
像

大
仏
が
３
体
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
4
月

29
日
に
は
、
但
馬
大
仏
15
周
年
記
念
大

法
会
が
開
催
さ
れ
、
ご
本
尊
で
あ
る
秘
仏

〝
薬や

く

し

る

り

こ

う

に

ょ

ら

い

師
瑠
璃
光
如
来
〞
が
、
７
年
振
り
に

一
般
に
公
開
さ
れ
ま
す
。

　

・
期
間
…
４
月
29
日
〜
６
月
30
日

　

・
料
金
…
大
人
８
０
０
円
、
高
校
生
以

　
　
　
　
　

下
無
料

　

・
問
い
合
わ
せ
先

　
　

長
楽
寺

　
　

☎
０
７
９
６
・
95
・
０
０
０
９

覧
い
た
だ
け
る
よ
う
、
森
の
案
内
人
（
定

時
ガ
イ
ド
）
を
設
定
。
ま
た
、
希
望
者
に

は
散
策
後
の
昼
食
と
し
て
、
そ
の
時
期
そ

の
季
節
を
感
じ
ら
れ
る
「
季
節
の
お
重
弁

当
」
を
提
供
し
ま
す
。

　

・
期
間
…
４
月
の
オ
ー
プ
ン
〜
６
月
の

　
　
　
　
　

毎
日
曜
日
、
11
時
〜

　

・
料
金
…
５
０
０
円
（「
季
節
の
お
重

　
　
　
　
　

弁
当
」
は
、別
途
１
３
０
０
円
）

　

・
問
い
合
わ
せ
先

　
　

但
馬
高
原
植
物
園

　
　

☎
０
７
９
６
・
96
・
１
１
８
７

　

自
生
と
植
栽
合
わ
せ
て
約
１
３
０
０

種
の
植
物
が
見
ら
れ
る
但
馬
高
原
植
物

園
で
は
、
日
々
移
り
変
わ
っ
て
い
く
園
内

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
草
花
の
〝
旬
〞
を
ご



9 ※役場各課など主な施設の電話番号は、13 ページにあります。

　

長寿医療制度（後期高齢者医療制度）

平成 21 年度の保険料軽減措置が決まりました

　長寿医療制度の保険料は、被保険者全員が均等に負担する「均等割額（43,924 円）」と、前年の所
得に応じて負担額が決まる「所得割額（所得割率：8.07％）」の合計額となります。（この均等割額と
所得割率は、平成 20 年度から平成 21 年度までの適用です）
　なお、平成 20 年中の所得を基に計算する平成 21 年度の保険料は、7月にお知らせする予定です。
　このたび、保険料の軽減措置が次のように決まりましたのでお知らせします。

• 均等割　同一世帯内の長寿医療制度の加入者（被保険者）および世帯主の総所得金額などの合計額が、
　　　　  表の基準額以下の場合、均等割額が軽減されます。

○所得の低い人の軽減

基準額
軽減割合

平成 20 年度 平成 21 年度

33 万円
7割

   経過的措置として
   一律 8.5 割軽減

7割
　被保険者全員が年金収入 80 万円以下（その
　ほか各種所得がない）の場合、9割軽減

33 万円＋ 24.5 万円×被保険者の数
（被保険者である世帯主を除く）

5割

33 万円＋ 35 万円×被保険者の数 2割

※ 65 歳以上の公的年金受給者は、総所得金額などから年金所得の範囲内で最大 15 万円を控除し、軽
　減を判定します。

〔　　 　〕〔　　               　〕

　制度に加入する前日に、会社の健康保険などの被用者保険（国民健康保険や国民健康保険組合は対
象となりません）の被扶養者だった人は、制度加入時から 2年間に限り、所得割はかからず、均等割
額が 5割軽減されます。 
　ただし、制度発足に伴う特例として、平成 20 年度は 9月まで保険料の負担がなく、10 月から 21
年 3 月までは均等割額が９割軽減されます。また、平成 21 年度（平成 21 年 4 月～平成 22 年 3 月）
も均等割額が 9割軽減されます。

○被扶養者だった人の軽減

•所得割　所得割を負担する人のうち、所得割額の算定対象所得（総所得金額など－ 33 万円）が 58
　　　　  万円（年金収入のみの場合、211 万円）以下の人は、平成 21 年度以降も 5割軽減されます。

平成 20年度 平成 21 年度 平成 22年度～

所得割額 負担なし 負担なし 負担なし

均等割額 負担なし
９割軽減

366円（月額）
9 割軽減

366円（月額）
5 割軽減

　         　20 年 4月　　　 　 20 年 10 月　  　　 　21 年 4月　　 　 　　　　　22 年 4月～

※ただし、太字部分は平成 20 年度から平成 21 年度までの均等割額の軽減後の月額です。

保険料の支払い方法が、「年金からの天引き」と「口座振替」の選択制になります

　口座振替によるお支払いを希望される場合は、役場または地域局の窓口で手続きが必要です。
　なお、引き続き年金からお支払いいただく場合は、手続きの必要はありません。
＜手続き方法＞
①手続きには、振替口座の預金通帳、通帳のお届け印、後期高齢者医療被保険者証をご持参ください。
②手続きの時期により、口座振替でお支払いいただくことができる時期が異なります。
　※お支払いいただく保険料の総額は変わりません。
　※被保険者本人以外の口座からのお支払いの場合、その社会保険料の控除は、振替により支払われ
　　た口座の名義人の対象となり、世帯全体の所得税および住民税が減額となる場合があります。

●問い合わせ先　役場健康福祉部健康課、各地域局健康福祉課
　　　　　　　　兵庫県後期高齢者医療広域連合事務局　　　　　　　　　　　☎ 078・326・2021
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縦
覧
制
度
は
、
納
税
義
務
者
が
納

付
す
べ
き
固
定
資
産
税
に
係
る
土
地

や
家
屋
の
評
価
額
が
適
正
か
ど
う
か

を
町
内
の
ほ
か
の
土
地
や
家
屋
の
評

価
額
と
比
較
し
て
検
討
し
て
い
た
だ

く
た
め
の
制
度
で
す
。

●
縦
覧
期
間

　

4
月
1
日
（
水
）
〜
4
月
30
日
（
木
）

の
平
日　

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

●
縦
覧
場
所

　

役
場
総
務
部
税
務
課

　

各
地
域
局
地
域
振
興
課

●
縦
覧
で
き
る
人　
　

　

固
定
資
産
税
納
税
者

●
縦
覧
で
き
る
帳
簿

・
土
地
の
固
定
資
産
税
納
税
義
務
者

　

は
、「
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
（
土

　

地
の
所
在
地
、
地
目
、
地
積
お
よ  

　

び
価
格
）」

・
家
屋
の
固
定
資
産
税
納
税
義
務
者

　

は
、「
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
（
家

　

屋
の
所
在
地
、
家
屋
番
号
、
種
類
、

　

構
造
、
床
面
積
お
よ
び
価
格
）」

●
手
数
料　
　

　

無
料

平
成
21
年
度 

固
定
資
産

評
価
額
の
縦
覧

固
定
資
産
税
課
税
台
帳
の
閲
覧

　

障
害
の
あ
る
人
ま
た
は
そ
の
人
と
生
計
を
一
つ
に
す
る

人
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
な
ど
の
う
ち
、
障
害
の
あ
る
人

の
た
め
に
継
続
的
に
使
用
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
、
軽
自

動
車
税
を
減
免
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
減
免
申
請
書
提
出
期
間

　

4
月
1
日
（
水
）
〜
4
月
23
日
（
木
）

●
提
出
書
類

・
軽
自
動
車
税
減
免
申
請
書

・
運
転
者
の
運
転
免
許
証
の
写
し

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
写
し

●
注
意
事
項

　

普
通
自
動
車
と
軽
自
動
車
を
お
持
ち
の
場
合
は
、
ど
ち

ら
か
1
台
の
み
が
減
免
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

期
限
ま
で
に
提
出
の
な
い
場
合
、
ま
た
は
事
実
と
異
な

る
申
請
が
あ
っ
た
場
合
は
減
免
を
取
り
消
す
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

 
軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請 

　

納
税
義
務
者
は
、
自
己
の
所
有
す
る
固
定
資
産
の
課
税

台
帳
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
借
地
人
や

借
家
人
は
、
賃
貸
借
契
約
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
固
定
資

産
の
課
税
台
帳
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
閲
覧
時
間

　

平
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　

※
納
税
義
務
者
以
外
の
人
は
、
権
利
な
ど
が
確
認
で
き

　
　

る
書
類
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
部
税
務
課
、
各
地
域
局
地
域
振
興
課

税
務
課
か
ら
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
・
福
祉
医
療
費

受
給
者
証
を
お
持
ち
の
皆
さ
ん
へ

高
齢
受
給
者
証
お
よ
び
老
人
医
療
費
受
給
者
証
の
更
新

 

〜 

新
し
い
受
給
者
証
は
3
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す 

〜

高
齢
受
給
者
の
医
療
費
の
自
己
負
担
割
合
は
、

平
成
22
年
3
月
31
日
ま
で
「
１
割
」
に
据
え
置
き

●
問
い
合
わ
せ
先　
　

　

役
場
健
康
福
祉
部
健
康
課

　

各
地
域
局
健
康
福
祉
課

　

現
在
、
70
歳
か
ら
74
歳
の
方
に
交
付
し
て
い
る
「
高
齢
受
給

者
証
」
お
よ
び
65
歳
か
ら
69
歳
の
方
に
交
付
し
て
い
る
「
老
人

医
療
費
受
給
者
証
」
の
有
効
期
限
は
3
月
末
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

新
し
い
受
給
者
証
は
、
3
月
下
旬
に
郵
送
で
お
届
け
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
「
各
種
受
給
者
証
」
や
「
保
険
証
」
は
、

配
達
記
録
郵
便
（
郵
便
局
の
配
達
員
が
直
接
手
渡
し
す
る
方
法
）

で
郵
送
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
配
達
記
録
郵
便
が
2
月
末
で

廃
止
と
な
り
ま
し
た
の
で
、「
各
種
受
給
者
証
」
は
普
通
郵
便
で
、

身
分
証
明
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
「
保
険
証
」
は
、
簡
易

書
留
で
の
郵
送
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
4
月
か
ら
予
定
さ
れ
て
い
た
高
齢
受
給
者
（
70
〜

74
歳
）
の
医
療
費
（
診
察･

治
療･

薬
の
処
方
な
ど
に
か
か
る

費
用
）
の
自
己
負
担
割
合
の
引
き
上
げ
（
１
割
か
ら
２
割
へ
）

に
つ
い
て
は
、
国
の
臨
時
的
措
置
に
よ
り
、
さ
ら
に
1
年
間
延

長
さ
れ
、
平
成
22
年
3
月
31
日
ま
で
「
1
割
」
に
据
え
置
か
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
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食
事
は
人
生
の
中
で
大
き
な
楽
し
み

の
一
つ
で
す
。
い
つ
ま
で
も
お
い
し
く

食
べ
る
た
め
に
、
口
の
中
を
常
に
清
潔

に
保
ち
ま
し
ょ
う
。
口
の
中
が
汚
れ
て

い
る
と
、
い
ろ
い
ろ
な
細
菌
や
ウ
ィ
ル

ス
が
増
え
、
知
ら
な
い
う
ち
に
肺
に
入

り
込
ん
だ
り
、
食
べ
物
が
誤
っ
て
肺
に

入
っ
た
り
し
て
、
気
道
感
染
や
肺
炎
な

ど
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
医
療
機
関
や
介
護
施
設
な

ど
と
連
携
し
、
対
象
と
な
る
方
の
口
の

中
の
ケ
ア
に
関
す
る
『
連
絡
表
』
を
共

有
す
る
こ
と
で
、
在
宅
、
入
院
、
施
設

入
所
な
ど
に
関
係
な
く
、
対
象
者
の
口

の
中
の
ケ
ア
が
継
続
さ
れ
る
よ
う
な
仕

組
み
づ
く
り
を
始
め
ま
し
た
。

　

口
の
中
の
ケ
ア
に
関
す
る
資
料
や
ご

相
談
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
末
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 
い
き
い
き
健
康
づ
く
り　
　
　
　
　
　
　
〈
役
場
健
康
福
祉
部
健
康
課
〉

い
つ
ま
で
も 

元
気
に
カ
ミ
カ
ミ 

食
べ
る
た
め
に
！

い
き
い
き
健
康
づ
く
り

〈
役
場
健
康
福
祉
部
健
康
課
〉

○○
元
気
に
カ
ミ
カ
ミ
食
べ
る
お
口
の

元
気
に
カ
ミ
カ
ミ
食
べ
る
お
口
の

　

チ
ェ
ッ
ク
票

　

チ
ェ
ッ
ク
票

　
　

次
の
項
目
の
う
ち
、
一
つ
で
も
思
い
当
た

　

る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
食
べ
物
を
噛
む
こ
と
、

　

飲
み
込
む
こ
と
な
ど
に
問
題
が
あ
る
か
も
し

　

れ
ま
せ
ん
の
で
、
主
治
医
や
か
か
り
つ
け
の

　

歯
科
医
、
役
場
な
ど
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

①
寝
る
前
に
歯
・
歯
ぐ
き
・
舌
・
入
れ
歯

　

の
清
掃
を
す
る
習
慣
が
な
い
。

②
口
の
中
に
問
題
（
歯
・
歯
ぐ
き
・
舌
の

　

痛
み
、
入
れ
歯
の
調
子
が
悪
い
な
ど
）

　

が
あ
る
。

③
固
い
も
の
が
噛
み
に
く
い
。

④
歯
と
歯
の
間
に
食
べ
物
が
よ
く
詰
ま
る
、

　

歯
磨
き
を
す
る
と
歯
茎
か
ら
血
が
出
る
。

⑤
口
の
中
が
不
快
で
あ
る
。（
口
が
ね
ば

　

ね
ば
す
る
、
つ
ば
が
出
に
く
い
、
つ
ば

　

が
よ
く
出
る
な
ど
）

⑥
食
べ
物
が
口
か
ら
こ
ぼ
れ
る
。

⑦
よ
く
風
邪
を
ひ
く
、
発
熱
す
る
、
肺
炎

　

に
な
り
や
す
い
。

⑧
し
ゃ
べ
り
に
く
い
。

⑨
飲
み
込
ん
だ
後
、
食
べ
物
が
の
ど
に
残

　

っ
て
い
る
感
じ
が
す
る
。

⑩
以
前
に
比
べ
て
、
固
い
も
の
な
ど
を
食

　

べ
た
り
飲
ん
だ
り
し
に
く
く
な
っ
た
。

⑪
お
茶
や
汁
物
な
ど
で
、
む
せ
る
、
咳
が

　

で
る
・
鼻
に
逆
流
す
る
。

⑫
口
の
渇
き
が
気
に
な
る
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
健
康
福
祉
部
健
康
課

い
き
い
き
相
談
セ
ン
タ
ー
（
同
福
祉
課
内
）

食事の後は、歯や歯ぐきを磨き、
入れ歯は外して丁寧に磨く！

　

  

年
に
一
度
は
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

健
診
は
、
自
ら
の
健
康
状
態
を
確
認

す
る
大
切
な
機
会
で
す
。
健
診
結
果
か

ら
日
ご
ろ
の
生
活
習
慣
を
振
り
返
り
、

自
分
自
身
や
家
族
の
健
康
づ
く
り
へ
と

つ
な
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

昨
年
の
基
本
健
診
受
診
者
（
４
７
３

０
人
）
の
う
ち
、「
異
常
を
認
め
ず
」

と
「
要
指
導
」
を
除
い
た
73
％
の
方

に
何
ら
か
の
異
常
が
見
つ
か
っ
て
い
ま

す
。
健
診
で
は
、
自
分
で
は
気
づ
か

な
い
異
常
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

ま
た
、「
町
ぐ
る
み
健
診
」
で
は
、
各

種
が
ん
検
診
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
が
ん
検
診
受
診
者
（
延
べ

９
４
４
０
人
）
の
う
ち
、
11
人
の
方
に
が

ん
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　

が
ん
は
、
初
期
の
無
症
状
段
階
で
発
見

し
、
治
療
す
る
こ
と
が
何
よ
り
も
効
果
的

で
す
。
早
期
の
が
ん
は
症
状
が
出
な
い
こ

と
が
多
い
た
め
、
検
診
を
受
け
て
早
期
発

見
・
治
療
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

●
検
診
は
10
月
ま
で

　

生
活
習
慣
病
の
基
本
健
診
や
各
種
が
ん

検
診
は
５
月
か
ら
10
月
ま
で
行
い
ま
す
。

　

健
康
管
理
の
た
め
に
積
極
的
に
健
診
を

活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
健
康
福
祉
部
健
康
課

　

地
域
局
健
康
福
祉
課

◆がん検診受診者数とがん発見数

がんの種別 受診者数 がん発見

胃がん 1,641 3

肺がん 3,546 0

大腸がん 2,272 4

前立腺がん 763 4

乳がん 664 0

子宮がん 554 0

異常を認めず
6％
/

要指導
21％

要医療
34％

要継続
39％

◆平成 20 年度
「町ぐるみ健診結果」
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おめでとうございます !
町内から表彰受賞者がありました

●第 49 回交通安全国民運動中央大会
　交通栄誉章「緑十字金章（優良運転者）」

　西口正
ま さ え つ

悦さん（村岡区市原）
 （財）全日本交通安全協会と
警察庁が主催する第 49 回交通
安全国民運動中央大会で、西口
正悦さんが交通栄誉章「緑十字
金章（優良運転者）」を受章。
今回の受章者は県下で 3人で、
西口さんは運転免許を取得して

から約 50 年間無事故無違反です。

 ●社団法人日本水難救済会
　「青い羽根募金活動」功労者 感謝状
　遊覧船かすみ丸有限会社　
　代表 山口都子さん（香住区一日市）

　遊覧船かすみ丸有限
会社の皆さんは、10
年ほど前から海難救助
などに役立てられる
「青い羽根募金」への
協力を、乗船客に呼び

かけています。昨年同社が集めた募金は、県
全体の 6割以上で、大変貢献されました。

 香美町から世界へ　第 10 回ドローイング・デッサン・版画コンクールで金賞
『アトリエへの階段』中嶋梨恵さん（香住区七日市）

　邦人作家の国際プロ画壇への登竜門として、
フランスを介して日本美術を世界へ発信する「第
10 回ドローイング・デッサン・版画コンクール」
（欧州美術クラブ主催）が昨年 11 月に行われ、
中嶋梨恵さん（香住区七日市）が描いたアクリ
ル画『アトリエへの階段』（70㎝× 45㎝）が大
賞に次ぐ金賞に輝きました。
　入賞作品は、尊敬するフランスの画家ポール・

アンビーユ氏のアトリエを実際に訪れたときに、
2階のアトリエへ続く階段で感じた「空気が違っ
た」という直感を表現したもの。この作品は同
時に同氏の名前を冠した「アンビーユ賞」も受賞。
同コンクールへの応募は 2回目で、今回はこの
ほかに地元今子浦の大引きの鼻から望んだ海岸
線を描いた『黄昏の日本海』という作品も出品。
　中嶋さんがアクリル画に出会ったのは、高校

▲創作に励む中嶋さん(左 )と入賞作品『アトリエへの階段』

　町では、（財）

自 治 総 合 セ ン

ターによる宝く

じ販売の収益金

を財源とした「共

生のまちづくり

助成事業」の助

成金を受けて、

リフト付自動車

を購入しました。

　この自動車は、身体状態により公共交通機関の

利用が困難な高齢者の外出を支援するもので、車

いすのままでも乗車できる機能も備えています。

　町の福祉施策である「外出支援サービス事業」

の専用車として２月から、主に小代区で対象者の

病院などへの送迎に利用しています。

　なお、小代区にお住まいの方で、外出支援サー

ビス事業をご希望の方は、小代地域局健康福祉課

にお申し込みください。

●問い合わせ（申し込み）先

　小代地域局健康福祉課　

（財）自治総合センター「共生のまちづくり助成事業」

 高齢者の外出を支援するリフト付自動車購入

時代。美術の授業で使用していた絵の
具がアクリル絵の具でした。以来、ほ
ぼ独学で創作に取り組んでいます。
　中嶋さんは「大きなコンクールでの
入賞は初めて。ほんとにびっくりしま
した。普段の生活のなかで、構図や色
合いをイメージするように心がけてい
ます。香住の自然が好き。まだ知らな
いところもあるし、香住を拠点として
作品作りに励みたい」と抱負を語って
くれました。
　今回の受賞をきっかけに、今年フラ
ンスで開かれる「パリ国際サロン」に
新作を出品する予定、7月には東京の
銀座で初の個展を開催することが決
まっています。

▲車いすのままリフトで持ち上げます。
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求　人　情　報 ハローワーク香住（職業安定所）
℡0796・36・0137 （平成 21 年 2 月 20 日現在、順不同）

▽正社員 ▽パートほか（正社員以外）

所在地・勤務地 事業所名 職種 年齢 人数 所在地・勤務地 事業所名 職種 年齢 人数

香住区沖浦 津山商店 海産物の販売 不問 1

香住区森
社会福祉法人
香美町社会福祉協議会

グループホームかがやき看護師 不問 1

香住区上計 ㈱カネニ 管理補助 35 以下 1 香住外出支援員 不問 1

香住区若松 (有) 駒徳商店 水産加工、荷造り 64 以下 1 ディサービスほほえみ看護師 不問 1

香住区間室 (有) 北近畿環境開発 水処理施設管理補助 59 以下 1 ディサービスほほえみ調理員 不問 1

香住区若松 (有) 西増商店 水産加工員 62以下 2 ディサービスほほえみ看護師（パート） 不問 1

香住区森 (有) セイシン創建 現場監督 35 以下 1 香住区香住 酒膳めいぷる 接客係 不問 1

香住区香住 日本交通㈱ タクシー乗務員（香住営業所） 不問 2 香住区香住 ㈱トヨダ 販売（香住店） 不問 2

村岡区大糠 (有) サンカイ通信 電気・通信機器設備の販売 ･修理・工事 不問 1 香住区下浜 旅館 佐小 接客 不問 3

村岡区和田 ビッグ㈱村岡工場 縫製・検査 ･仕上げ 不問 1 香住区沖浦 津山商店 海産物の販売 不問 1

村岡区長瀬 山本工業 配管工 不問 2 香住区香住 酒膳めいぷる 接客係 不問 1

村岡区福岡 ㈱西村工務店 建築施工管理技士 59 以下 1 香住区境 ㈱香美町観光公社 接客係 不問 3

村岡区村岡 村岡日石㈱ ガソリンスタンドスタッフ 35 以下 1 香住区下浜 (有) 三宝 接客、洗い場、清掃など 不問 2

小代区城山 ㈱出石モータース
小代営業所

自動車整備工 59 以下 1 香住区香住 ㈱丸近 一般作業員 不問 2

事務 59 以下 1 香住区若松 (有) 西増商店 水産加工員 不問 2

小代区神水 ㈱田野工務店 営業 62 以下 1 香住区小原 香住鶴㈱ 店舗係 不問 2

▽パートほか（正社員以外） 香住区七日市 平和焼肉 スタッフ 不問 ３

所在地 事業所名 職種 年齢 人数 香住区七日市 ㈱ヤマイチ 水産加工（エビ） 不問 3

村岡区和田 ビッグ㈱村岡工場 縫製・検査 ･仕上げ 不問 5 村岡区村岡 社会福祉法人香美町社会福祉協議会 村岡通所介護事業所介護員 不問 1

小代区忠宮 社会福祉法人香美町社会福祉協議会 小代外出支援員　 不問 1
村岡区入江 ㈱宿院商店

販売員 不問 3

小代区城山 ㈱大城土建 重機オペレーター兼作業員 不問 2 調理補助 ･販売 不問 1

こんにちは、赤ちゃんお誕生

※このコーナーは、先月（2/1 ～ 2/28）の届出分のうち、承諾を得た方
　のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

※このコーナーは、先月
　（2/1 ～ 2/28）の届出分
　のうち、承諾を得た方
　のみ掲載しています。
　（届出順・敬称略）

慎んで、お悔やみ申し上げますご逝去

●役場各課など主な施設の連絡先
役場本庁舎　36・1111( 代表 )
総　務　課　36・1111　　企　画　課　36・1962　　税　務　課　36・1113　　会　計　課　36・4321
町　民　課　36・1110　　健　康　課　36・1114　　福　祉　課　36・1964　　農林水産課　36・0846
観光商工課　36・3355　　建　設　課　36・1961　　上下水道課　36・0420　　議会事務局　36・1963
村岡地域局　94・0321( 代表 )　　小代地域局　97・3111( 代表 )　
教育委員会　94・0101　　香 住 分 室　36・3764　　小 代 分 室　97・3966
公立香住病院　36・1166　　公立村岡病院　94・0111　　香住地域福祉センター　36・4345
香住老人福祉センター　36・5008　　村岡老人福祉センター　98・1000　
小代高齢者生活支援センター　97・2202　　　　　　　　　        　　　（全ての施設の市外局番：0796）

　2 月 25 日、役場本庁舎玄関“香美ホー
ル”に、映画『ファインディング ニモ』
で人気者になったカクレクマノミ、ハタ
タテハゼ、イソギンチャクの入った水槽
が、県立香住高等学校海洋科学科アクア
コースの2年生によって設置されました。
　役場にお越しの際はぜひご覧ください。
　なお、水槽は次の展示先が決まるまで、
しばらく設置されいます。

◆お詫びと訂正◆
　広報「ふるさと香美」第 47 号 ( 平
成 21 年 2 月号 ) の記事に、以下の
とおり誤りがありました。関係者
の皆様には大変ご迷惑をおかけい
たしましたことをお詫びして、訂
正いたします。
・18 ページの『まちの出来事』の   
 記事の「新春ジャンボ書初め大会」  
 中、特選の「『空』黒田美里（兎 
 塚小 5年）」とありますが、正し
 くは「『風』黒田実里」でした。

県立香住高校“出前水族館”が、役場本庁舎へ

　この記事につきましては、関係者の皆さんにホームページ上での
公開承諾を得ておりませんので、個人情報保護によりホームページ
上での掲載を控えさせていただきます。
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Town
 News

ま
ち
の
出
来
事

　

み
な
と
保
育
園
で
2
月
3

日
、
節
分
の
豆
ま
き
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
同
園
の
保
護
者

会
役
員
が
変
装
し
た
赤
、
青
、

ピ
ン
ク
の
鬼
が
教
室
に
突
然

現
れ
、「
悪
い
子
は
ど
こ
だ
、

言
う
こ
と
を
聞
か
な
い
子
は

ど
こ
だ
」
と
叫
び
な
が
ら
園

児
を
追
い
か
け
ま
し
た
。
驚

い
た
園
児
は
、
泣
き
だ
し
た

り
、
教
室
の
隅
に
逃
げ
た
り
。

す
っ
か
り
お
び
え
た
子
ど
も

た
ち
は
豆
を
投
げ
る
の
を
忘

れ
て
し
ま
い
そ
う
で
し
た
。

　

鬼
の
「
い
い
子
に
な
る
か
」
と
い
う
声
に
、園
児
は
「
ち
ゃ

ん
と
い
う
こ
と
を
聞
き
ま
す
」

「
お
り
こ
う
さ
ん
に
な
り
ま
す
」

と
誓
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
を

聞
い
た
鬼
た
ち
は
、
お
遊
戯
室

で
園
児
と
一
緒
に
「
豆
ま
き
」

や
「
鬼
の
パ
ン
ツ
」
の
歌
を
元

気
に
歌
っ
た
後
、
山
へ
帰
っ
て

い
き
ま
し
た
。

　

山
崎
宏こ

う

く
ん（
香
住
区
若
松
、

5
歳
）
は
「
赤
い
鬼
が
一
番
怖

か
っ
た
。
最
後
は
鬼
が
優
し
く

な
っ
て
、
う
れ
し
か
っ
た
」
と

一
安
心
し
た
様
子
で
し
た
。

 

み
な
と
保
育
園
「
豆
ま
き
」

「
お
り
こ
う
さ
ん
に
な
り
ま
す
」

「
お
り
こ
う
さ
ん
に
な
り
ま
す
」

（
香
住
区
）

（
香
住
区
）

 

第
9
回
兵
庫
県
雪
合
戦
大
会 

 

悪
天
候
も
な
ん
の
そ
の
、
51
チ
ー
ム
が
熱
戦

（
小
代
区
）

（
小
代
区
）

　

１
月
31
日
と
２
月
１
日
の
2
日
間
に
わ
た
り
、
小
代
中

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
兵
庫
県
雪
合
戦
大
会
が
行
わ
れ
、
町

内
外
の
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
51
チ
ー
ム
約
５
１
０
人
の

選
手
が
参
加
。
今
回
は
雨
の
た
め
、
雪
球
が
固
ま
ら
ず
、

代
わ
り
に
お
手
玉
の
よ
う
な
室
内
公
式
球
を
使
い
競
技
を

行
い
ま
し
た
。
悪
天
候
に
負
け
ず
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
る

選
手
た
ち
に
、
観
客
の
声
援
に
も
力
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

毎
年
参
加
し
て
い
る
吉
田
幸
司
さ
ん
（
小
代
区
秋
岡
）

は
「
不
慣
れ
な
雪
上
で
は
、
戦
術
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
大

切
だ
と
思
い
ま
し
た
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

大
会
結
果
は
、
次
の
と
お
り
。（
敬
称
略
）

【
一
般
の
部
】

①
Ｔ―

７
（
小
代
区
）、

②
村
高
ア
カ
ン
タ
レ
ー

ズ
（
村
岡
区
）、
③
大

和
野
郎
（
村
岡
区
）

【
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部
】

①
村
岡
御
殿
（
村
岡

区
）、
②
Ｃ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｔ

Ａ
Ｌ
・
Ｌ
Ａ
Ｄ
Ｙ
（
小

代
区
）、
③
美
岡
工
業

（
村
岡
区
）

【
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
】

①
週
チ
ャ
レ
Ａ
チ
ー
ム

（
小
代
区
）、
②
村
岡
神

笑
（
村
岡
区
）、
③
日

高
ル
ー
キ
ー
ズ
（
豊
岡

市
）

▼レディースの部も白熱！

▲

鬼と仲良くなって、一緒に歌を歌いました。

　

奥
佐
津
地
区
公
民

館
で
2
月
4
日
、
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で

約
20
人
が
、
梨
ジ
ャ

ム
作
り
に
挑
戦
。
今

回
使
用
し
た
梨
は
、

地
元
の
黒
野
幹
彦
さ

ん
（
隼
人
）
が
作
っ

た
も
の
で
、
11
月
下

旬
に
収
穫
さ
れ
、
今

が
食
べ
ご
ろ
の
一
つ

１
kg
ほ
ど
の
重
さ
の

晩
三
吉
（
ば
ん
さ
ん

き
ち
）
と
い
う
品
種

で
す
。

　

新
温
泉
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
の
普
及
員
の
指
導
の

下
、
梨
の
さ
わ
や
か
な
甘
さ
と
ざ
ら
ざ
ら
し
た
食
感
を
生

か
す
た
め
に
、
な
る
べ
く
果
肉
の
形
を
崩
さ
な
い
よ
う
に

作
っ
て
い
ま
し
た
。

　

鍋
で
煮
詰
め
始

め
る
と
、
部
屋
中

に
梨
の
甘
い
香
り

が
立
ち
込
め
、
ジ
ャ

ム
は
一
時
間
ほ
ど

煮
詰
め
て
完
成
。

　

で
き
あ
が
っ
た

ジ
ャ
ム
を
、
早
速

パ
ン
に
付
け
て
試

食
。
参
加
者
か
ら

は
「
あ
ま
い
。
お

い
し
い
」
と
い
う

声
が
上
が
っ
て
い

ま
し
た
。

奥
佐
津
県
民
交
流
広
場
事
業
「
梨
ジ
ャ
ム
づ
く
り
」

地
元
の
梨
で
ジ
ャ
ム
づ
く
り
に
挑
戦

地
元
の
梨
で
ジ
ャ
ム
づ
く
り
に
挑
戦

（
香
住
区
）

（
香
住
区
）▼

大きな晩三吉の調理が始まる

▲

煮詰まり具合はどうかな～

▲「いい子になるか」と言われ、思わず手を上げる園児も
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木
の
殿
堂
（
村
岡
区

和
池
）
で
２
月
15
日
、

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
（
西
洋

か
ん
じ
き
）
を
履
い
て

森
を
散
策
す
る
「
ス

ノ
ー
シ
ュ
ー
で
雪
山
を

歩
こ
う
」
が
開
催
さ
れ
、

町
内
外
か
ら
22
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

同
施
設
の
職
員
に

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
の
履
き

方
、
歩
き
方
な
ど
を
教

わ
っ
た
後
、
参
加
者
は

早
速
、
雪
の
積
も
っ
た

木
立
の
中
へ
出
か
け
ま

し
た
。

　

今
回
は
、
木
の
殿
堂
を

出
発
し
、
兎
和
野
の
大
カ

ツ
ラ
や
森
の
工
作
館
な
ど

を
巡
る
約
１
時
間
の
コ
ー

ス
を
散
策
。
お
母
さ
ん
と

参
加
し
た
高こ

う

も

と本
良
太
く
ん

（
朝
来
市
）
は
「
初
め
て

参
加
し
た
け
ど
、
と
て
も

気
持
ち
よ
く
歩
け
て
、
楽

し
か
っ
た
で
す
」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
ス
キ
ー
や

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
と
は
違
う

冬
山
の
楽
し
み
方
を
体
験

し
、
普
段
訪
れ
る
こ
と
の

で
き
な
い
白
銀
の
世
界
の

新
た
な
魅
力
を
満
喫
し
ま

し
た
。

第
23
回
香
住
梨
高
品
質
コ
ン
ク
ー
ル

最
優
秀
賞
に
黒
野
幹
彦
さ
ん（

香
住
区
）

▲兎和野の大カツラ周辺にて

▼白銀の世界を満喫

　

長
年
交
流
を
続
け
て

い
る
尼
崎
市
で
２
月
11

日
、「
第
17
回
ふ
る
さ

と
雪
ま
つ
り
（
同
実
行

委
員
会
主
催
）」
が
開

催
さ
れ
、
香
美
町
か
ら

の
白
い
贈
り
物
「
雪
」

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
こ
れ

は
、
同
市
と
交
流
を
始

め
た
旧
美
方
町
の
頃
か

ら
毎
年
行
っ
て
い
る
取

り
組
み
で
、
今
回
は
、

小
代
区
久
須
部
の
ふ
れ

あ
い
歴
史
公
園
周
辺

で
積
み
込
み
、
10
ｔ
ト

ラ
ッ
ク
２
台
で
運
ん
で
行
き
ま
し
た
。

　

会
場
と
な
っ
た
丸
橋
公
園
（
同
市
口
田
中
）
で
は
、
雪

山
が
造
ら
れ
、
め
っ
た
に
雪
を
目
に
す
る
こ
と
の
な
い
子

ど
も
た
ち
が
、
雪
の
上
を
歩
い
た
り
、
素
手
で
触
っ
た
り

し
て
、
思
う
存
分
雪
の
感
触
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
元
中
学
、
高
校
の
吹
奏
楽
部
の
演
奏
や
バ
ザ
ー

な
ど
も
行
わ
れ
、
会
場
は

大
変
な
賑
わ
い
で
、
一
画

に
設
置
さ
れ
た
本
町
の
特

産
品
販
売
コ
ー
ナ
ー
に
も
、

大
勢
の
買
い
物
客
が
詰
め

か
け
て
い
ま
し
た
。

　

訪
れ
た
尼
崎
の
皆
さ
ん

と
交
流
を
深
め
る
と
と
も

に
、
小
代
の
特
産
品
や
観

光
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
ぜ
ひ

本
町
に
お
越
し
い
た
だ
く

よ
う
呼
び
か
け
ま
し
た
。

尼
崎
市
と
の
交
流
事
業

 
尼
崎
市
「
雪
ま
つ
り
」
に
雪
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
小
代
区
）

（
小
代
区
）

　

２
月
20
日
、
Ｊ
Ａ
た
じ
ま
香
住
総
合
支
店
で
開
催
さ
れ

た
第
50
回
香
住
果
樹
園
芸
組
合
通
常
総
会
で
、
第
23
回
香

住
梨
高
品
質
コ
ン
ク
ー
ル
（
同
組
合
主
催
）
の
表
彰
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
県
下
最
大
の
生

産
量
を
誇
り
、
本
町
の
特
産
品
で
あ
る
「
香
住
梨
」
の
一

層
の
品
質
向
上
と
、
農
家
の
栽
培
意
欲
の
増
進
の
た
め
、

昭
和
61
年
度
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
町
内
の
生
産
者
か
ら
出
品
さ
れ
た
二
十
世
紀

梨
１
８
０
点
か
ら
、第
1
次
審
査
（
現
物
）
と
最
終
審
査
（
書

類
）
を
経
て
、
次
の
9
点
の
入
賞
者
が
決
ま
り
ま
し
た
（
敬

称
略
）。

【
最
優
秀
賞
】〈
兵
庫
県
知
事
賞
〉

　

黒
野 

幹
彦
（
香
住
区
隼
人
）

【
優
秀
賞
】〈
香
美
町
長
賞
〉

　

池
田 

進
（
香
住
区
間
室
）

【
優
良
賞
】

〈
豊
岡
農
林
振
興
事
務
所
長
賞
〉

　

清
水 

容よ

し

か

ず和
（
香
住
区
三
谷
）

〈
新
温
泉
農
業
改
良

　

普
及
セ
ン
タ
ー
所
長
賞
〉

　

田
門 

政
晴
（
香
住
区
隼
人
）

〈
香
美
町
農
業
委
員
会
長
賞
〉

　

岸
本 

晃
（
香
住
区
八
原
）

〈
兵
庫
県
農
業
共
済
組
合

連
合
会
長
賞
〉

　

野
畑 

輝
行
（
香
住
区
隼
人
）

〈
全
国
農
業
協
同
組
合

連
合
会
兵
庫
県
本
部
長
賞
〉

　

清
水 

啓
一
（
香
住
区
三
谷
）

〈
た
じ
ま
農
業
協
同
組
合
長
賞
〉

　

野
畑 

英
文
（
香
住
区
隼
人
）

〈
香
住
果
樹
園
芸
組
合
長
賞
〉

　

山
田 

博
（
香
住
区
三
谷
）

木
の
殿
堂
「
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
で
雪
山
を
歩
こ
う
」

冬
山
の
新
た
な
魅
力
を
発
見
！

（
村
岡
区
）

▲思い思いに雪と戯れる子どもたち

▼大勢の買い物客で賑わう特産品の販売コーナー

▼優秀賞の池田さん ▼最優秀賞の黒野さん



まちのうごき
（平成 21年 2月 1日現在）

合　計　21,636 人（－ 84）

　男　　10,274 人（－ 33）

　女　　11,362 人（－ 51）

世帯数  6,938 世帯（－ 15）
カッコ内は前月比

〒
669 -6592　

兵
庫
県
美
方
郡
香
美
町
香
住
区
香
住
870
の
１

tel 　
0796・

36 ・
1111　

fax　
0796・

36・
3809

電
子
メ
ー
ル
　
info@

tow
n.m
ikata-kam

i.lg.jp
ホームページ　　http://w

w
w
.tow
n.m
ikata-kam

i.lg.jp
ふ
る
さ
と
香
美
（
第
4
8
号
）
平
成
2
1
年
3
月
1
2
日
発
行

■
発
行
／兵
庫
県
香
美
町
■
企
画
編
集

／総
務
部
企
画
課

この「広報ふるさと香美」は、自然環境を考えてソイ（大豆油）インキ、再生紙を使用しています。
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★★キラリ！キラリ！

　   香美町　   香美町

キラリ！キラリ！

　   香美町　   香美町

編
集
後
記

　

木
の
殿
堂
で
行
わ
れ
た
「
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
で

雪
山
を
歩
こ
う
」。
雪
が
積
も
っ
た
な
か
、
森

に
行
こ
う
と
は
あ
ま
り
考
え
も
し
な
い
で
す
よ

ね
。
や
っ
て
み
る
と
、
未
開
の
地
を
探
検
す
る

よ
う
で
と
て
も
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
。

　

冬
の
森
で
は
、
動
物
の
足
跡
や
凍
っ
た
キ
ノ

コ
、
と
き
ど
き
小
鳥
の
さ
え
ず
り
が
聞
こ
え
た

り
と
、
深
い
雪
に
覆
わ
れ
た
世
界
で
あ
り
な
が

ら
、
多
く
の
発
見
が
あ
り
ま
す
。
白
い
世
界
だ

か
ら
こ
そ
、
五
感
が
鋭
く
な
り
、
わ
ず
か
な
動

き
や
音
、
変
化
に
も
敏
感
な
り
、
胸
が
高
鳴
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

今
回
の
雪
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
の
よ
う
に
、
何

か
に
挑
戦
し
た
り
、
行
っ
た
こ
と
の
な
い
と
こ

ろ
へ
行
っ
て
み
る
の
は
、
日
々
の
暮
ら
し
に
と

て
も
い
い
刺
激
。
も
う
春
で
す
。
今
年
は
ど
ん

な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
よ
う
か
、
皆
さ

ん
は
考
え
て
い
ま
す
か
。「
計
画
し
て
い
る
と

き
が
、
一
番
楽
し
い
と
き
」
と
も
言
い
ま
す
が
、

と
も
か
く
「
前
へ
進
め
」
で
す
。　
　

（
今
西
）

ふるさとの魅力を訪ねてふるさとの魅力を訪ねて

 小代地区（その２）
　今回は、小代区（その２）として、北部に

位置する神
か ん ば

場、広
ひ ろ い

井、水
み ず ま

間、野
の ま た に

間谷、久
く す べ

須部、

大
お お た に

谷、城
じょうやま

山、神
か ん ず い

水、石
い し で ら

寺、猪
い の た に

之谷を紹介します。

　大谷、城山エリアには、役場小代地域局、商
工会小代支所、小代郵便局、小代診療所などの
主要な施設が集まっています。また、安定した
積雪量と雪質を誇るおじろスキー場、ふれあい
温泉「おじろん」などの観光施設があります。
　名山 仏の尾（1,227 ｍ）を源とする久須部川は、
吉滝、荒滝、要

かなめ

の滝などを経て矢田川本流に注
いでいます。この久須部川とその周辺からなる
久須部渓谷は、豊かな自然に恵まれ、四季折々
の表情が楽しめます。特に夏の滝は、暑さを忘
れさせてくれ、訪れる人々の心までもいやして
くれます。
　大谷から山側に入った小

こ な が た わ

長辿集落跡には、幹
周り約 10m、樹高 27m にも達する巨木で、県指
定文化財の天然記念物“小長辿の大トチ”があ
ります。
　神水にある小代物産館には、小代観光協会や
特産品販売所、但馬牛料理が堪能できるステー
キハウス「石楠花」があり、小代区の玄関口と
して重要な情報発信基地となっています。また、
周辺には、スッポンとチョウザメの養殖施設も
あります。近くには、兵庫県で最も古い蔓

つ る う し

牛
「周

し ゅ う す け つ る

助蔓」を育て上げ、小代産牛の基礎を築き上
げた前田周助氏と、貫田区の田尻松蔵氏が育て
た名牛「田尻号」の顕彰碑が立ち並んでいます。
　水間、広井、石寺にかけての矢田川の右岸に
ある水間野田遺跡、上ノ山遺跡、はじき口古墳
など数多くの遺跡では、発見された多くの出土

大谷大谷

広井広井

石寺石寺

●●ふれあい歴史公園ふれあい歴史公園

国
道
４
８
２
号

至村岡

久須部川

神水神水

城山城山

ふれあい温泉「おじろん」ふれあい温泉「おじろん」●●

水間水間
神場神場

野間谷野間谷

猪之谷猪之谷

◆地区の世帯数と人口 (H21.2.1 現在　町民課調べ )

区　名 世帯数
人口

男 女 計

神　場 22 27 26 53

広　井 24 28 40 68

水　間 40 68 74 142

野間谷 19 23 26 49

久須部 11 12 13 25

大　谷 140 192 207 399

区　名 世帯数
人口

男 女 計

城　山 48 73 76 149

神　水 148 107 166 273

石　寺 44 48 62 110

猪之谷 10 11 10 21

熱　田 7 5 4 9

合　計 513 594 704 1,298

久須部久須部小代地域局小代地域局●●

久須部渓谷

　要の滝●

小長辿

●●古代体験の森古代体験の森
おじろスキー場おじろスキー場

●●

品などが町指定文化財となっています。また、縄文時代の住居
跡が発掘された広井には、縄文時代から古墳時代にかけての竪
穴式住居や古代高床式倉庫、明治時代初期の民家を復元した『古
代体験の森』があります。ここでは、まが玉づくりや火おこし
など古代人の生活体験ができるほか、春の「サクラまつり」や
秋の「萩まつり」で、古代米のおにぎりが振る舞われるなど、
古代の歴史と文化をまさに体感することができます。

●●広井山村広場広井山村広場

古代体験の森 サクラまつり古代体験の森 サクラまつり

久須部渓谷 要の滝 久須部渓谷 要の滝 ふれあい温泉「おじろん」 ふれあい温泉「おじろん」 

田尻号と前田周助氏の顕彰碑田尻号と前田周助氏の顕彰碑

小代物産館小代物産館●●


